
〇令和３年度一般会計決算特別委員会
　を設置。附帯意見を付し認定
　〈一般会計決算額 770 億 2,504 万円〉

　　　議会意見から、市の対応と
　　　経過どうなったの？

〇一般質問で 24人市政を問う！

クローズアップ！検証
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～健康づくりの三要素～

当日の様子はこちら

「「上田市人生１００年時代をより良く生きる健康づくり条例」制定記念式典・講演会を開催！上田市人生１００年時代をより良く生きる健康づくり条例」制定記念式典・講演会を開催！
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会　期 ８月 29日から 9月 28日まで（31日間）

議　案 条例案７件、決算認定13件、予算案３件、事件決議案５件、人事案件
１件、意見書１件　合計30件を全て可決、認定、または適任と決定

一般質問 24 人の議員が一般質問を実施　　　　　質問要旨は 10Pから掲載

 附帯意見を付す 

令和３年度決算額
（一般会計・特別会計）
　歳入総額　1,154億円
　歳出総額　1,118億円

決算を認定した上で、3項目について
「附帯意見」を付しました。

附帯意見とは…議会または委員会において議決された事件に関して、付随的に付けられる意見。
法的拘束力を有するものではありませんが、市は意見を尊重することが求められます。

　〇未利用土地の一元管理と利活用の促進について　
　上田市においては、人口減少とそれに伴う経済産業活動の縮小により、市税収入の大幅な伸び
が期待できない中、高齢化の進行に伴う社会保障費の増加が見込まれている。
　このことにより、市財政は今後ますます厳しさを増していくことが予想されるとともに、更な
る自主財源の確保が求められることとなる。
　令和３年度においては未利用土地の調査及び売却等が進められたが、今後も継続して推進する
必要があることから、一般会計、特別会計及び土地開発基金等が保有している土地の一元管理と
活用方法等について他自治体の先進事例も参考としながら検討し、未利用土地の利活用を促進す
ること。

　〇基金の活用について　
　上田市が有する基金の中には、平成 18年の市町村合併以降に一度も取り崩したことのない基
金があり、これらは基金本来の目的である事業への活用が十分になされていない状態である。
　市民要望の具体化のために厳しい財政運営を強いられている一方で、長期間基金が活用されて
いないことは、財政運営上の課題であるとともに寄附者の意向にも沿わないことから、長期間活
用されていない基金の活用方法について検討すること。

　〇内部統制の整備について　
　令和３年度財政援助団体等監査において指摘された市指
定管理施設の管理運営問題では、複数回に渡る所管課の
変更等により事務担当者としての認識と責任感が欠如し、
条例等に抵触する状態が長期に及んでいたことなどから、
チェック体制など内部統制が確立されていないことが確認
された。
　執行機関における内部統制の実効性を高めるため、上田
市監査委員の審査意見書及び第四次上田市行財政改革大綱アクションプログラムに登載されてい
るとおり、内部統制の基本方針の策定とその体制整備を計画的に進めること。
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決　算 「令和３年度一般会計決算」を審査

令和３年度一般会計・特別会計
 決算を審査
附帯意見を付し認定

9月定例会
概要

認 定

上田市の決算

令和３年度の予算が適切に使われたか審査します。
上田市議会では、一般会計決算特別委員会を設置し、４つの分科会に分かれて決算審査を行っています。

決算審査とは・・・

【一般会計決算特別委員会　審査の流れ】

８/29

　委員会（全体会）
 ・正副委員長の互選
 ・分科会の設置

9/26

　委員会（全体会）
 ・各分科会の報告
 ・全体質疑
 ・討論、採決

9/9、12、13、14

　各分科会での質疑
　①総務文教分科会②産業水道分科会
　③厚生分科会④環境建設分科会
　（※各分科会での決算審査概要は８～９ページに記載）

9/1
理事会

9/20
理事会

令和２年度一般会計決算認定に際し、
� 付した附帯意見に対する市の取組はどうなった？

クローズアップ！
検証

附帯意見 市の取組

○公共施設マネジメントの推進
　上田市公共施設マネジメント基本方針の実行計画として位置
づける公共施設の個別施設計画については、各所管部署におい
て策定を進めてきたが、現在、34類型中８類型において計画
策定に未着手であり、策定及び実行が遅れている状況にある。
　類型ごとの具体的な対応方針を定める個別施設計画は、戦略
的に公共施設をマネジメントしていく基本方針を遂行するため
の基礎となることから、早急に全類型における個別施設計画の
策定及び取組を推進すること。

○地方創生の推進
　上田市においては、地方創生推進交付金を活用するなどして、
人口減少への歯止めと地域社会の維持・活性化に向けた施策を
展開しているが、人口減少率の低下といった効果を上げるまで
には至っていない。
　県内においては、人口が増加に転じている自治体もあること
から、人口増加率の高い自治体の施策を調査研究するなど人口
減少対策を強化し、人口減少幅の縮小に向けた地方創生の取組
を着実に推進すること。

　個別施設計
画については、
34 類型中、33
類型について策
定済みとなっ
た。また、施設の集約化、複合
化及び耐震化、ユニバーサルデ
ザイン化を実施した。

　少子化という課題に着目し、
国の「少子化対策地域評価ツー
ル」に基づき、少子化の原因把
握と地域課題や資源の洗い出し
を行い、具体施策の立案を図る
上で内閣府の伴走支援を活用で
きる事業の採択を受け、「地域ア
プローチによる少子化対策の推
進に関する調査研究事業」を実
施している。

委員長：西沢　逸郎　副委員長：松尾　卓
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事件決議

人事案件

条例改正

国補道路メンテナンス事業橋梁上部工事
（神川橋）請負契約の締結など全５件

人権擁護委員の推薦につき意見を求める
ことについて

上田市交流文化芸術センター条例中
一部改正など全７件

◆国補道路メンテナンス事業橋梁上部工事（神川橋）
　請負契約の締結（契約額：1,055,820千円）
◆書かない窓口システムの購入（契約額：23,100千円）
◆電子カルテシステムの購入【武石診療所】（契約額：44,990千円）
◆新第二学校給食センター厨房機器の購入（契約額 423,674 千円）
◆「上田市過疎地域持続的発展計画」の策定

陳情・意見書の審査は P19に掲載

◆上田市交流文化芸術センター条例中一部改正
　上田市交流文化芸術センター運営検証委員会の
答申を踏まえ、運営協議会で適正な受益者負担等
の見直し方針が示されたことから施設使用料等の
改定について所要の改正を行うもの。
◆上田市立美術館条例中一部改正
　市民の利用実態等を踏まえた、市民アトリエ・
ギャラリー及びアトリエの利用区分、時間区分及
び使用料等の改定について所要の改正を行うもの。
◆上田市営住宅等に関する条例中一部改正について
　令和５年度から市営住宅の管理業務を長野県住
宅供給公社に管理代行を実施するにあたり、所要
の改正を行うもの及び令和２年度の民法改正等に
伴い、所要の改正を行うもの。

◆上田道と川の駅交流センター条例中一部改正に
　ついて
　上田道と川の駅交流センターの適正な管理運営
に向け、貸館機能を廃止することとし、指定管理
者が行う業務について、所要の改正を行うもの。

神川橋工事箇所

要
かなめ

　　貴
たか

文
ふみ

（五加） 中
なか

村
むら

　みかり （荻窪）
野
の

田
だ

　淳
あつ

子
こ

（小泉） 渋
しぶ

沢
さわ

　俊
とし

道
みち

（横尾）
久
く

保
ぼ

田
た

　荘
そう

司
じ

（下長瀬） 宮
みや

原
はら

　美
み

恵
え

（町原）

可 決

可 決

適 任
（敬称略）
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令和４年度上田市一般会計補正予算　
第４号及び第５号を審査補正予算

議案

概要

補正予算（第４号）の事業をピックアップ

補正予算（第５号）の事業をピックアップ

上田市の予算

広報広聴事業 646千円
市の情報発信力を強化・充実させるための上田市
公式 LINE 導入に必要な経費の計上

消費喚起応援事業 100,000 千円 新型コロナウイルス
ワクチン接種事業 374,484 千円

原油価格・物価高騰
対策支援金 177,679 千円

消費者物価の上昇による生活への影響に対する支
援策として、以下の世帯に支援金を給付する。
【対象世帯】上田市に住民登録がある住民税所得
割非課税世帯で一定の条件を満たす世帯
・65歳以上の高齢者のみの世帯等
・児童扶養手当を受給している世帯　等
【給付額】１世帯あたり１万円

暮らしを守る
公共交通支援事業 29,835 千円

原油価格高騰により燃料費・動力費が大幅に上昇
しており、交通事業者の経営基盤維持のため、県
と協調して支援を行う。

河川敷体育施設
管理事業 8,000 千円

ニュースポーツやイベント開催など多様なニーズに
対応するため、諏訪形グラウンドを拡張整備する。

学校給食管理運営事業 4,700 千円

学校給食員の新型コロナウイルス感染等により、
給食の提供ができない場合を想定して、非常食を
備蓄する。

保育所施設整備事業 16,270 千円

公立保育園等における感染症対策に係る水道の温
水化等のための経費の計上

福祉医療費給付拡大事業 2,120 千円

令和５年度から子どもの医療費助成区分を 15歳
から 18歳に拡大するための事務費の計上

森林経営管理制度事業 6,500 千円

市内民有林について、次年度以降の森林の経営管
理を推進するため、対象森林の絞り込み施業プラ
ン作成のための市内森林の特性を反映した森林基
本情報の図面等を作成する。

運送事業者等
事業継続支援交付金 24,000 千円

急激な原油価格高騰により多大な影響を受けている
運送事業者に対し、事業継続のための支援を行う。

地方と都市をつなぐ地域創生
プラットフォーム創造事業負担金 3,000 千円

東京都練馬区に市内産品を常設販売するアンテナ
ショップを開設し、市内中小事業者の販路拡大を
図る。

道と川の駅管理運営事業 10,695 千円

簡易ハウス等撤去費用の一部負担及び、施設の安
全性を向上させるための整備費用等の計上

物価高騰に直面する事業者及び生活者を支援する
ために実施するスマートフォンアプリを活用した
消費喚起応援事業（第４弾）に係る経費の計上

オミクロン株対応ワクチン接種
及び小児（５～ 11 歳）への３
回目接種実施に係る経費の計上

可 決
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総
務
文
教
委
員
会

産
業
水
道
委
員
会

一
般
会
計
補
正
予
算
第
４
号

問�

地
方
と
都
市
を
つ
な
ぐ
地
域
創
生
プ

ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
創
造
事
業
負
担

金
に
つ
い
て
、
東
京
都
練
馬
区
に
ア

ン
テ
ナ
シ
ョ
ッ
プ
を
開
設
す
る
と

の
こ
と
だ
が
、運
営
形
態
は
ど
う
か
。

答	

上
田
商
工
会
議
所
ほ
か
商
工
団
体
が

実
施
し
、
販
売
事
業
だ
け
で
な
く
プ

ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
も
含
め
た
運
営
を

市
も
連
携
し
て
展
開
し
て
い
く
予

定
で
あ
る
。

一
般
会
計
補
正
予
算
第
４
号

問�

学
校
給
食
管
理
運
営
事
業
費
で
は
、

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
等

に
よ
り
給
食
の
提
供
が
で
き
な
い

場
合
を
想
定
し
て
、
非
常
食
と
し
て

約
１
万
３
０
０
０
食
を
備
蓄
す
る

た
め
の
経
費
を
計
上
し
て
い
る
が
、

商
品
の
選
定
に
当
た
っ
て
は
、
食
育

の
観
点
か
ら
管
理
栄
養
士
な
ど
の

意
見
を
参
考
に
し
て
い
る
か
。ま
た
、

非
常
食
に
も
賞
味
期
限
が
あ
る
が
、

ど
の
よ
う
に
取
り
扱
う
か
。

上
田
市
水
道
事
業
会
計
決
算

�

認
定
及
び
剰
余
金
処
分

問�

令
和
３
年
度
の
※
有
収
率
に
つ
い
て

は
84
・
2
％
と
、
他
市
と
比
べ
る
と

少
し
低
い
が
、
有
収
率
を
向
上
さ
せ

る
た
め
の
取
組
は
ど
う
か
。

答	

こ
れ
ま
で
、
漏
水
調
査
は
メ
ー
タ
ー

を
一
つ
一
つ
確
認
し
て
行
っ
て
い

た
が
、
令
和
4
年
度
か
ら
、
人
工
衛

星
を
活
用
し
て
、
衛
星
画
像
を
Ａ
Ｉ

技
術
に
よ
り
解
析
す
る
方
法
を
導

入
す
る
こ
と
で
、
漏
水
調
査
の
効
率

化
を
図
る
。

答	

非
常
食
の
選
定
に
当
た
っ
て
は
、
管

理
栄
養
士
の
意
見
を
参
考
に
し
て
、

全
国
学
校
栄
養
士
協
議
会
が
推
奨

す
る
救
給
カ
レ
ー
を
備
蓄
す
る
。
ま

た
、
救
給
カ
レ
ー
の
賞
味
期
限
は
約

３
年
で
あ
る
た
め
、
賞
味
期
限
内
に

使
用
し
な
い
見
込
み
と
な
っ
た
場

合
は
、
防
災
教
育
の
一
環
で
防
災
給

食
と
し
て
実
際
の
献
立
に
取
り
入

れ
て
消
費
し
た
後
、
新
た
に
買
い
足

し
て
い
く
予
定
で
あ
る
。

●
９
月
13
日
・
14
日
・
28
日
に
開

催
し
、
決
算
認
定
３
件
、
予
算
案

２
件
の
審
査
を
行
い
ま
し
た
。

●
９
月
9
日
・
12
日
に
開
催
し
、

条
例
案
４
件
、
決
算
認
定
１
件
、

予
算
案
１
件
、
事
件
決
議
案
２

件
、
陳
情
３
件
の
審
査
を
行
い
ま

し
た
。

※「有収率」供給した水量（配水量）に対する、水道料金の対象となった水量（有収水量）の割合を示す数値。
率が高いほど良く、漏水が発生した場合、有収率が低下する。

水道管の漏水
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「
常
任
委
員
会
」で
は
、条
例
や
補
正
予
算
、事
件
決
議
な
ど
一
般
会
計
決
算
以
外
の
議
案
の
審
査
を
行
い
ま
し
た
。
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厚
生
委
員
会

環
境
建
設
委
員
会

上
田
道
と
川
の
駅
交
流

�

セ
ン
タ
ー
条
例
中
一
部
改
正

問�

今
回
の
条
例
改
正
を
踏
ま
え
、
上
田

市
と
し
て
道
と
川
の
駅
の
コ
ン
セ

プ
ト
に
合
う
機
能
に
し
て
い
く
こ

と
が
重
要
だ
が
、
ど
の
よ
う
に
取
り

組
ん
で
い
く
の
か
。

答	

今
後
、
指
定
管
理
者
の
候
補
者
選

定
に
お
い
て
、
道
と
川
の
駅
の
目
的

な
ど
を
し
っ
か
り
入
れ
込
ん
で
も
ら

い
、
国
が
推
奨
す
る
「
地
方
創
生
・

観
光
を
加
速
す
る
拠
点
」
と
し
て
の

道
の
駅
第
３
ス
テ
ー
ジ
に
ふ
さ
わ
し

上
田
市
介
護
保
険
事
業

�

特
別
会
計
決
算
認
定

問�

令
和
３
年
度
の
配
食
サ
ー
ビ
ス
事
業

利
用
人
数
は
令
和
２
年
度
に
比
べ

同
程
度
で
あ
る
が
、
高
齢
化
が
進
む

中
で
さ
ら
に
利
用
を
広
げ
て
い
く

考
え
は
あ
る
か
。

答	

配
食
サ
ー
ビ
ス
事
業
は
、
手
渡
し
で

行
う
た
め
、
利
用
者
が
配
達
時
間
に

家
に
い
る
必
要
が
あ
る
と
い
っ
た

条
件
な
ど
か
ら
利
用
に
至
ら
な
い

ケ
ー
ス
も
あ
る
。
し
か
し
、
食
の
確

保
に
加
え
、
見
守
り
を
目
的
と
し
た

い
施
設
に
な

る
よ
う
に
、

市
と
し
て
取

り
組
ん
で
い

き
た
い
。

書
か
な
い
窓
口
シ
ス
テ
ム
の
購
入

問�

こ
の
シ
ス
テ
ム
を
導
入
す
る
こ
と
に

よ
り
、
転
入
手
続
き
な
ど
で
ど
の
く

ら
い
時
間
を
短
縮
で
き
る
と
想
定

し
て
い
る
か
。

答	

３
月
の
一
番
の
繁
忙
期
に
、
窓
口
で

申
請
用
紙
を
受
け
取
り
、
記
入
し
、

職
員
が
受
付
を
し
て
処
理
を
行
い
、

最
終
的
に
証
明
書
が
発
行
で
き
る

ま
で
の
所
要
時
間
を
試
算
し
た
と

こ
ろ
、
約
26
分
ほ
ど
短
縮
で
き
る
の

で
は
な
い
か
と
試
算
し
て
い
る
。

事
業
で
あ
る

こ
と
か
ら
多

く
の
方
に
利

用
い
た
だ
き

た
い
と
考
え

て
お
り
、
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

や
民
生
委
員
と
連
携
し
、
必
要
な
方

へ
の
利
用
を
勧
め
て
い
き
た
い
。

一
般
会
計
補
正
予
算
第
４
号

問�

福
祉
医
療
費
給
付
事
業
の
児
童
区
分

の
拡
大
に
向
け
た
準
備
事
務
費
が

計
上
さ
れ
て
い
る
が
、
制
度
改
正
に

向
け
、
周
知
は
ど
の
よ
う
に
行
っ
て

い
く
の
か
。

答	

対
象
見
込
み
の
方
に
は
、
通
知
を
行

う
と
と
も
に
、
広
報
な
ど
に
よ
る
周

知
も
図
り
た
い
と
考
え
て
い
る
。

●
９
月
13
日
・
14
日
に
開
催
し
、

条
例
案
３
件
、
決
算
認
定
３
件
、

予
算
案
１
件
、
事
件
決
議
案
２
件

の
審
査
を
行
い
ま
し
た
。

９
月
９
日
・
12
日
・
28
日
に
開
催

し
、
決
算
認
定
５
件
、
予
算
案
３

件
、
事
件
決
議
案
１
件
の
審
査
を

行
い
ま
し
た
。
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会
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特
別
委
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科
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概
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総
務
文
教
分
科
会

産
業
水
道
分
科
会

問�

財
務
に
関
す
る
事
務
に
つ
い
て
、
不

祥
事
未
然
防
止
手
続
き
を
取
り
ま

と
め
る
こ
と
及
び
職
員
の
意
識
啓

発
を
進
め
、
内
部
統
制
を
３
年
程
度

で
制
度
化
で
き
る
よ
う
に
実
効
あ

る
取
組
を
実
施
す
る
こ
と
を
監
査

委
員
審
査
意
見
書
で
は
指
摘
し
て

い
る
が
、
内
部
統
制
の
導
入
に
向
け

ど
の
よ
う
に
取
り
組
ん
で
い
く
か
。

答	

現
在
、
長
野
県
内
で
は
県
の
み
が
導

入
し
て
い
る
が
、
上
田
市
も
導
入
の

必
要
性
を
認
識
し
て
お
り
、
今
後
、

県
や
先
進
自
治
体
等
の
調
査
研
究

を
進
め
て
い
き
た
い
。
ま
た
、
職
員

向
け
研
修
を
実
施
し
て
※
コ
ン
プ
ラ

イ
ア
ン
ス
の
徹
底
を
図
る
と
と
も

問�

Ｕ
Ｉ
Ｊ
タ
ー
ン
就
業
・
創
業
移
住
支

援
事
業
補
助
金
に
つ
い
て
、
事
業
実

施
に
よ
る
効
果
は
ど
う
か
。

答	

令
和
３
年
度
の
実
績
と
し
て
、
東
京

都
か
ら
４
名
、
千
葉
県
か
ら
２
名
、

埼
玉
県
か
ら
１
名
の
移
住
が
あ
り
、

そ
の
勤
務
先
は
地
元
の
製
造
業
、
自

動
車
販
売
業
、
そ
の
他
病
院
、
Ｉ
Ｔ

企
業
等
と
な
っ
て
い
る
。
移
住
者
が

地
元
企
業
へ
就
職
す
る
こ
と
で
人

材
不
足
の
解
消
に
つ
な
が
り
、
加
え

て
、
比
較
的
ス
キ
ル
が
高
く
、
所
得

の
高
い
方
が
移
住
す
る
傾
向
が
あ

る
こ
と
か
ら
、
市
内
で
の
消
費
に
も

つ
な
が
っ
て
い
る
と
考
え
る
。

問�
上
田
市
ワ
イ
ン
用
ぶ
ど
う
栽
培
促
進

に
、
組
織
の
必
要
性
も
検
討
し
な
が

ら
、
内
部
統
制
の
制
度
化
に
向
け
た

研
究
を
進
め
て
い
き
た
い
。

問�

他
の
事
業
会
計
や
他
の
部
局
に
散
在

す
る
未
活
用
土
地
を
財
産
活
用
課

と
所
管
課
が
連
携
し
て
精
査
し
、
活

用
と
処
分
を
行
う
こ
と
が
効
果
的

か
つ
効
率
的
で
あ
る
と
監
査
委
員

審
査
意
見
書
で
は
指
摘
し
て
い
る

が
、
未
活
用
土
地
の
利
活
用
の
状
況

は
ど
う
か
。

答	

平
成
28
年
度
に
長
野
県
宅
地
建
物
取

引
業
協
会
と
協
定
を
締
結
し
、
入
札

し
て
も
応
札
者
が
い
な
い
土
地
な

ど
の
売
却
を
同
協
会
と
連
携
し
て

進
め
て
お
り
、
令
和
３
年
度
ま
で
の

累
計
で
は
９
件
で
約
５
２
０
０
万

円
の
売
却
が
成
立
し
て
い
る
。

研
究
会
負
担
金
に
つ
い
て
、
当
研
究

会
で
は
ど
の
よ
う
な
活
動
を
し
て

い
る
の
か
。

答	

上
田
市
ワ
イ
ン
用
ぶ
ど
う
栽
培
促
進

研
究
会
は
、
同
負
担
金
を
活
用
し
て

ワ
イ
ン
用
の
ヤ
マ
ブ
ド
ウ
の
試
験

栽
培
を
行
い
、
オ
リ
ジ
ナ
ル
品
種
の

特
徴
的
な
ワ
イ
ン
を
開
発
し
、
栽
培

面
積
拡
大
と
生
産
者
の
確
保
を
図

る
こ
と
を
目
的
に
設
置
さ
れ
た
。
現

在
は
、
栽
培
し
た
ワ
イ
ン
用
ブ
ド
ウ

を
毎
年
収
穫
・
醸
造
し
、
そ
の
醸
造

さ
れ
た
ワ
イ

ン
の
成
分
分

析
や
、
飲
ん

で
い
た
だ
い

て
ア
ン
ケ
ー

ト
を
行
う
等

の
活
動
を
し

て
い
る
。

●
９
月
９
日
・
12
日
に
開
催
し
ま

し
た
。

●
９
月
13
日
に
開
催
し
ま
し
た

一
般
会
計
決
算
特
別
委
員
会
分
科
会
　
審
査
概
要

※「コンプライアンス」組織が法令遵守、倫理観、公序良俗などの社会的な規範に伴い、公正・公平に業務を
行うこと。



！
「
一
般
会
計
の
決
算
議
案
」
は
特
別
委
員
会
を
設
置
し
、そ
の
中
に
常
任
委
員
会
を
単
位
と
す
る
分
科
会
を
設
け
て
審
査
を
行
い
ま
し
た
。
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問�

「
上
田
市
手
話
言
語
の
普
及
及
び
視

聴
覚
障
害
者
等
の
意
思
疎
通
手
段

等
の
利
用
促
進
に
関
す
る
条
例
」
が

施
行
さ
れ
、
令
和
３
年
度
で
１
年
が

経
過
し
た
が
、
手
話
言
語
に
関
す
る

事
業
の
成
果
は
ど
う
か
。

答	

手
話
通
訳
派
遣
事
業
は
、
令
和
３
年

度
の
謝
礼
が
１
７
０
万
円
余
で
、
令

和
２
年
度
に
比
べ
20
万
円
余
増
え

て
お
り
、
通
訳
の
派
遣
機
会
が
増
え

た
こ
と
か
ら
利
用
し
や
す
く
な
っ

た
も
の
と
捉
え
て
い
る
。
ま
た
、
手

話
奉
仕
員
養
成
講
座
は
、
条
例
制
定

後
、
広
く
市
民
に
周
知
さ
れ
、
令
和

３
年
度
は
レ
ベ
ル
ア
ッ
プ
講
座
を

含
め
、
修
了
者
が
31
人
と
な
っ
た
。

問�

令
和
３
年
度
は
移
住
者
や
空
き
家
バ

ン
ク
の
利
用
者
が
増
え
て
い
る
が
、

そ
の
要
因
は
何
か
。

答	

移
住
者
に
つ
い
て
は
、
昨
年
度
過
去

最
高
の
移
住
者
数
と
な
っ
た
が
、
オ

ン
ラ
イ
ン
で
積
極
的
に
市
の
魅
力

を
情
報
発
信
す
る
と
と
も
に
、
移
住

セ
ミ
ナ
ー
や
相
談
会
を
数
多
く
行

い
、
空
き
家
バ
ン
ク
に
つ
い
て
も
、

魅
力
的
な
空
き
家
な
ど
物
件
確
保

に
努
め
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
や
イ
ン
ス

タ
グ
ラ
ム
、
ツ
イ
ッ
タ
ー
な
ど
Ｓ
Ｎ

Ｓ
で
積
極
的
に
情
報
発
信
を
行
っ

た
。
こ
の
よ
う
な
取
組
の
積
み
重
ね

に
よ
り
徐
々
に
効
果
が
出
て
き
た

も
の
と
考
え
て
い
る
。

問�

健
康
づ
く
り
応
援
ア
プ
リ
「
う
え
い

く
」
は
一
定
程
度
認
知
さ
れ
て
き
て

い
る
と
考
え
る
が
、
さ
ら
に
市
民
の

活
用
を
促
す
た
め
の
方
策
は
ど
う
か
。

答	

Ｓ
Ｎ
Ｓ
の
活
用
に
よ
り
若
い
世
代
の

利
用
促
進
を
図
り
た
い
と
考
え
て

い
る
。
ま
た
、
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
を
用
い

た
ポ
イ
ン
ト
付
与
な
ど
、
利
便
性
を

向
上
さ
せ
る
機
能
の
充
実
に
つ
い

て
検
討
し
て
い
く

問�

街
路
鳥
害
等
対
策
事
業
委
託
に
つ
い

て
、
対
策
の
内
容
と
効
果
は
ど
う

だ
っ
た
か
。

答	

鳥
害
等
対
策
事
業
委
託
は
、
主
に
上

田
駅
の
お
城
口
と
温
泉
口
に
集
ま

る
鳥
の
対
策
業
務
で
、
内
容
と
し
て

は
、
高
木
の
強き
ょ
う

剪せ
ん

定て
い

や
ネ
ッ
ト
を
張

る
こ
と
で
、
鳥
を
近
寄
ら
せ
な
い
よ

う
に
す
る
等
を
行
っ
た
。
最
近
は
、

ム
ク
ド
リ
等
の
被
害
や
苦
情
等
の

報
告
も
な
く
、
効
果
が
出
て
き
て
い

る
も
の
と
思
わ
れ
る
。

●
９
月
９
日
・
12
日
に
開
催
し
ま

し
た
。

●
９
月
13
日
・
14
日
に
開
催
し
ま

し
た
。

厚
生
分
科
会

環
境
建
設
分
科
会

！
「
一
般
会
計
の
決
算
議
案
」
は
※
特
別
委
員
会
を
設
置
し
、
そ
の
中
に
常
任
委
員
会
を
単
位
と
す
る
分
科
会
を
設
け
て
審
査
を
行
い
ま
し
た
。

※
委
員
は
、
議
長
・
監
査
委
員
を
除
く
28
名
で
す
。

うえいくホームページ
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掲
載
記
事
は
、
質
問
議
員
本

人
が
作
成
し
て
お
り
、
質
問
全

体
の一部
を
要
約
し
た
も
の
で
す
。

　
質
問
全
体
の
内
容
に
つ
い
て

は
、
会
議
録
に
掲
載
し
て
い
ま

す
。
会
議
録
は
、
議
会
事
務
局
、

市
内
図
書
館
、
公
民
館
お
よ
び

上
田
市
議
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か

ら
ご
覧
い
た
だ
け
ま
す
。

　
な
お
、一
般
質
問
は
上
田
ケ
ー

ブ
ル
ビ
ジ
ョ
ン
お
よ
び
丸
子
テ

レ
ビ
放
送
の
ご
協
力
に
よ
り
、

生
放
送
と
録
画
放
送
を
行
っ
て

い
ま
す
。
ま
た
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ

ト
に
よ
る
生
中
継
と
録
画
配
信

も
行
っ
て
い
ま
す
。

答弁者名は以下のとおり省略して記載しています。
市長…市長 教育長…教育長
政策企画…政策企画部長 総務…総務部長
財政…財政部長 市民まち…市民まちづくり推進部長
福祉…福祉部長 健康こども…健康こども未来部長
商工観光…商工観光部長 農林…農林部長
都市建設…都市建設部長 武石センター…武石地域自治センター長
上下水道…上下水道局長 教育次長…教育次長

９月定例会一般質問要旨

本会議の生中継及び録画配信を行って
います。
上田市議会インターネット中継専用サ
イトからご覧ください。

新型コロナウイルス感染症対策として、質問時間を通常新型コロナウイルス感染症対策として、質問時間を通常
より 10分間短縮して、一般質問 35分で実施しました。より 10分間短縮して、一般質問 35分で実施しました。

を実施していただいている。市としては自主

避難計画や地区防災計画の策定など先進事例

の紹介、活動支援による強化、育成に取り組

んでいく。

問問	 地域災害活動協力者に対する優遇措置等の対
応はどうか。

答答 （総務）優遇措置などの措置は現状では設け

ていない。しかしながら負担の軽減に配慮し、

防災協定などの締結など検討していく。

●その他の質問項目

・農業耕作者支援、新規就農者支援

矢島　昭徳（上志の風）

問問	 消防団員減少に対する地域防災力確保のため
に、自主防災組織の活動が重要であるが、現

状と今後の取組はどうか。

答答 （総務）市内には 241 自治会全てで自主防災

組織が組織されているが、地域住民が主体と

なり共助を担う位置づけで継続的に活動して

いくことが重要である。平常時に地域の防災

訓練の実施、災害時には避難所の開設、被害

状況の把握や対応、地域の実情に即した活動

自主防災組織の役割自主防災組織の役割

24人の議員が市政を問う24人の議員が市政を問う

は 31 人、看護師は 577 人それぞれ増加して

いる。また、圏域外への救急搬送割合も、平

成 20 年の 17.4％から、令和元年は 12.0％

にまで改善し、着実に医療体制の整備が図ら

れてきている。

問問	 武石診療所の基金残高は毎年取り崩しが進
み、あと数年で底をつくことが予想されるが、

市として今後のあり方をどう考えているか。

答答 （武石センター）基金枯渇の場合は一般財源

からの繰入れを検討するが、当面は、ふるさ

と寄附金の活用により基金が枯渇することが

ないよう取り組んでいく。

土屋　勝浩（新生会）

問問	 上小地域医療再生計画が終了して９年が経過
するが、上田の医療はどう変わったか。

答答 （健康こども）医師確保事業等により、中核

病院である信州上田医療センターの常勤医師

数は、平成 22 年の 36 人から令和４年４月

時点では 85 人と大幅に増加した。さらに、

上田地域全体の医師数・看護師数も令和２年

12 月末現在、医師が 324 人、看護師が 1,944

人となっており、平成 20 年と比較して医師

上田市の地域医療の上田市の地域医療の
現状と課題現状と課題
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問問	 試験的に小規模かつ短期的な募集を早急に実
施し、具体的な課題や各種評価等を得ながら

募集運営ノウハウを蓄積する考えはあるか。

答答 （財政）まずは低料金かつ短期間でも募集を

始めることは大変重要であり、早期に取り組

む必要性があると考える。ネーミングライツ

の導入・運用にあたっては十分な周知・PR

を図りながら幅広く募集を実施し、対象施設

や契約料・金額等の提案を受け入れながら実

施ノウハウの蓄積や効果の評価・検証に繋げ

る。

松山　賢太郎（仁政会）

問問	 実施に向けてのガイドライン策定や市内施設
選定等を早急に実施できないか。

答答 （財政）先進事例を参考に、上田独自の制度

になるように努める。民間事業者等が応募し

やすいよう導入条件は必要最小限とし、施設

特定型と提案募集型の両方の方式で募集環境

を整備する。現状では具体的に施設選定はし

ていないが、ガイドライン策定と具体的導入

に向けての制度構築を目指していく。

ネーミングライツのネーミングライツの
早期実施早期実施

石合　祐太（新生会）

問問	 強い香りで体調に不調をきたす方がいること
から市の執務空間で香料を過度に使用しない

対応や職員の接遇研修で香りのエチケットに

ついて取り扱うことはできないか。

答答 （総務）使用にあたり、一定の配慮を求めたい。

平成 22 年に上田市役所職員接遇マニュアル

を作成し香りに関わることも記載した。職員

の接遇研修ではマニュアルも参考に引き続き

接遇の向上に努めたい。

香　害香　害 問問	 小中学校入学時等に記載する保健調査票に化学
物質過敏症の兆候も記載するようにできないか。

答答 （教育長）現在、直接的な記入欄はないが、

保護者が不安な項目を学校へ伝えやすい保健

調査票となるよう、養護教諭の意見を聞き検

討を進める。

●その他の質問項目

・消費者トラブル

・ゲノム編集農産物

るため、段差を解消するほか、通行しやすい

環境を検討する。集中して立ち寄っている場

所に、新たなサイクルポートの設置も検討す

る。観光利用のデータを分析することで、お

もてなしに関するサービスに繋がると考えて

いる。データは、毎月報告されているので、

利用状況を把握し、今後も利用者の満足度を

高め、定期的な利用が促進されるよう努めて

いく。

●その他の質問項目

・市街地の野鳥対策

飯島　伴典（上志の風）

問問	 実務二年目における改善点はどうか。
答答 （都市建設）賃借サイクルポートを中心市街

地５か所から、要望の多かった所を含め広範

囲に 11 か所へ増設した。また、自転車は新

車 45 台にグレードアップを行い、利用者の

ニーズに合わせた料金設定とした。

問問	 ビッグデータ活用の可能性はどうか。
答答 （都市建設）ビッグデータを分析し、道路等

の利用頻度により自転車走行の快適性を高め

シェアサイクル事業シェアサイクル事業

※「香害」…化粧品や香水、合成洗剤、柔軟剤などに含まれる合成
香料の匂いによって不快感や健康への影響が生じること。
※「ゲノム編集農産物」酵素を使用しゲノム（ＤＮＡの遺伝情報）
を構成するＤＮＡを切断し、遺伝子を書き換える技術を用いて作ら
れた農産物。

※「ネーミングライツ」…公共施設の名前（愛称）を付与する命名権と、
附帯する諸権利のこと。
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客促進を進めていきたいと考えている。新型

コロナウイルス感染症第 7 波により感染者

数の高止まりが続いていることから、まずは、

徹底した感染対策を講じていくとともに、各

観光協会など関係団体の皆様とも連携し、イ

ベントのみならず、上田ファンづくりに向け

た PR、そして観光コンテンツの磨き上げな

ど更なる誘客促進を図ることで、市内観光地

に 1 日も早く活気に溢れた賑わいを取り戻

せるよう引き続き取り組んでいく。

●その他の質問項目

・森林経営管理制度と森林環境譲与税

金井　清一（上志の風）

問問	 感染警戒レベルが６となる中で、今後の観光
産業に対する支援をどのように進めるか。

答答 （商工観光）感染状況が改善次第、国では、
全国旅行支援を開始する予定となっており、

こうした制度を活用しながら、多くの皆様に

上田市を訪れていただけるよう、首都圏を

中心に PR を展開するとともに、観光キャン

ペーンや物産展など機会を捉え、積極的に誘

コロナ禍におけるコロナ禍における
観光産業の支援観光産業の支援

答答 （健康こども）軽減は予定していないが、他

の自治体の取り組みなど考慮しながら、保育

料の軽減だけでなく、多様なニーズに答えら

れる子育て支援策を検討する。

問問	 今後どのように少子化対策を進めるか。
答答 （政策企画）多様な観点から検討が行えるよ

う、少子化対策に関する部局から、年齢層や

男女比に考慮した 12 人の職員を選出し、プ

ロジェクトチームを設置し、年５回のワーク

ショップを行う予定である。

●その他の質問項目

・コンパクトシティ

中村　知義（上志の風）

問問	 結婚支援事業等の取組はどうか。
答答 （市民まち）結婚適齢期世代の結婚に向けた

意識の醸成、出会いの場の支援や情報提供等

を上田市縁結びプロジェクトとして実施し

た。また、居住費及び引っ越し費用の一部を

補助し、婚姻に伴う経済的負担を軽減する事

業を実施した。

問問	 ０歳児から２歳児の保育料をさらに軽減する
考えはあるか。

少子化対策少子化対策

答答 （市長）旧統一教会は社会的な問題を指摘さ

れている団体であり、関連団体であっても、

行政や政治家個人として接点を持つことは団

体の活動にお墨つきを与えることになりかね

ない。これまでの一連の対応を率直に反省し、

今後一切の関わり合いを持たないよう一層慎

重に判断していく。

●その他の質問項目

・西内小学校の統合

久保田　由夫（日本共産党上田市議団）

問問	 旧統一教会関連団体の会合に出席した際、挨
拶は行ったか。また、同団体の活動や理念を

賛辞したか。

答答 （市長）挨拶はしたが、団体の活動を賛辞す

るような内容は含んでいなかったと記憶して

いる。

問問	 政治で最も大切なのは信頼である。今後、市
長は同団体とは、全く関わりを持たないとい

うことでよいか。

市長の政治姿勢市長の政治姿勢
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施策に掲げ、一人一人の特性や教育的ニーズ

を把握し、その可能性を最大限に伸ばすこと

ができるよう、きめ細やかな支援を推進して

いる。子どもたちがそれぞれの資質、能力を

最大限に伸ばしていけるような環境を整えて

いくことが大切であると考えている。教育委

員会としても、ギフテッドの特徴をよく理解

し、その子の才能に合った学びを提供できる

よう、教育体制について国の動向を注視し、

準備をしていく。

※「ギフテッド」…生まれつき知性が高く、特定の能力が突出
している先天的な特性を持つ人のことを称した言葉。

池田　総一郎（上志の風）

問問	 日本では米国などと比べてギフテッド教育が
大きく立ち遅れている。先天的に人並外れた

才能（IQ130以上）を有する子どもたちの能力

を最大限に引き出すことが地域や国家の飛躍

的発展に大きく寄与することになる。こうし

た子どもに適合する教育システムを一日も早

く構築すべきと考えるが、市の見解はどうか。

答答 （教育長）第３期上田市教育支援プランにお

いて、全ての子どもに寄り添った支援を基本

ギフテッド教育ギフテッド教育

し、約 2,000m3を貯留したところで満水に近い

状態となった。課題としては、今回のように事

前に水位を下げておく時間的な余裕がない場

合、果たすべき雨水の貯留が十分にできなくな

る場合があることから、ポンプ機能の向上を図

る必要がある。また、蛭沢川の上流域に当たる

押出川の流域を含めた神科地区南側から一帯の

雨水排水を直接神川へ流下させる神科台排水路

を整備しており、早期完了を目指す。

●その他の質問項目

・公共施設の将来に渡るコストの見える化と公共
　施設マネジメントの推進

斉藤　達也（新生会）

問問	 ７月末のゲリラ豪雨による内水氾濫の際に、
蛭沢川調整池はどのように機能したか。また

課題は何か。

答答 （都市建設）７月 29 日の集中豪雨では、貯水

容量 6,000m3の約半分程度の雨水を貯留したこ

とより、一定の効果を発揮した。７月 30 日は、

朝からポンプによる排水を実施していたが、再

度、集中豪雨が発生したため、排水を急遽中止

市街地での市街地での
内水氾濫対策内水氾濫対策

て検討状況はどうか

答答 （都市建設）財政支援については、旅客運送

サービスの位置づけや既存の公共交通機関と

の役割分担を考慮しつつ、安心安全な移動

サービスの運営方法や利用状況を確認する中

で、まちづくりや高齢者の移動支援の視点に

よる部局横断的な連携を図りながら現在も検

討を進めている。

●その他の質問項目

・仮想、拡張現実の応用

林　和明（新生会）

問問	 乗合や予約制のデマンド型交通を導入してタ
クシー事業者と連携することはできないか。

答答 （都市建設）タクシー事業の活用をはじめと

した既存の交通事業者との共存や役割分担に

ついて十分配慮しながら、引き続き交通事業

者との連携を図り、他自治体の事例を参考に

し、調査研究を進めていく。

問問	 地域住民の自主運行による交通手段やボラン
ティア輸送に対する具体的な財政支援につい

公共交通支援公共交通支援
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など、自助の充実を図る好機である。今後、

市民向け防災講習会の開催や防災ハンドブッ

クの作成や配布の考えはあるか。

答答 （総務）市民向け出前講座の計画的に向け、

関係機関と連携を図り、市民に呼びかけてい

く。本年度、防災知識を掲載した災害ハザー

ドマップを更新し、各戸配布を予定している。

●その他の質問項目
・防災センター

松尾　卓（公明党）

問問	 防災知識の普及啓発の取組の成果と今後の課
題はどうか。

答答 （総務）自治会や住民組織等が中心となり、

防災マップ、地区防災計画の作成、防災講演

会の開催などの取組が顕著になっている。一

方、人口減少や地域とのつながりの希薄化に

より、担い手不足が課題となっている。

問問	 地域の取組や課題を踏まえ、地区防災マップ
や防災計画と個人の防災対策をリンクさせる

防災知識の普及啓発防災知識の普及啓発

本佐久連絡道路、上田諏訪連絡道路は、令和
３年に国の新広域道路交通計画の構想路線に
位置付けられた。20 年から 30 年の中長期
的な視点で検討されたものであり、今後検討
を進めていく。国道 254 号バイパスの整備
は、丸子地域で県が実施していて、現在は、
残りの荻窪バイパスの整備を進めている。国
道 152 号バイパスは、大屋駅周辺の慢性的
渋滞解消を目的に県が検討しているものであ
るが、地域のコンセンサスを得る努力をして
いる。

●その他の質問項目
・トライアル・サウンディング事業
・武石地域のインバウンド対策を含めた観光振興

髙田　忍（壮志会）

問問	 上信自動車道と上田地域広域幹線道路網等の
整備の動向はどうか。

答答 （都市建設）上信自動車道の延長約 80km 中
群馬県側では 21km が供用開始になってい
る。長野県境の鳥居峠付近の 11km は調査
区間ではあるが長野県は群馬県と協力して
ルート選定を行っており現在有望なルートに
ついて路線の概略設計を実施している。促進
期成同盟会としては、様々な機会を捉え国や
県に対して早期事業化をお願いしている。松

上信自動車道と上信自動車道と
上田地域広域幹線道路網上田地域広域幹線道路網

ても水道料金に直結する大きな問題であり、

一度連携したら抜けることは困難と考える。

上田市として独自に有識者会議を開き十分な

検討が必要と考えるが見解はどうか。

答答 （上下水道）水道事業は市民の皆様からの料

金で経営をしている独立採算制であり、大変

関心の高いものと認識している。今後、有識

者の意見を伺う場を設置したいと考えてい

る。

●その他の質問項目

・（仮称）道の駅まるこ

尾島　勝（新生会）

問問	 上田市の水道水が、市の事業から県の事業に
変わるという広域化の話が進行する中、老朽

化や耐震化に課題のある浄水施設や管路、ま

た新たな水源について、今後、上田市水道ビ

ジョンで示したとおりに進めていくのか

答答 （上下水道）施設や管路の更新及び耐震化、

また新たな水源である滝の入水源について

は、計画に沿って今後も着実に進める。

問問	 広域化の課題は上田市にとっても住民にとっ

水道事業の広域化水道事業の広域化
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駒ケ根市は、県下初の事実婚を含めたパート
ナーシップ宣誓制度を４月に導入したが、事
実婚を含めた二人の関係性を担保するパート
ナー証明書を発行できないか。

答答 （市民まち）パートナーシップ宣誓制度は県
内では松本市と駒ヶ根市で導入され、県とし
て令和５年４月の制度執行を目指す方針が示
されている。市としても県と連携を図りなが
ら情報共有を行い、必要な対応を遅滞なく進
める。

●その他の質問項目
・温泉施設を活用した健康づくりと医療費削減効果
・観光振興

齊藤　加代美（新生会）

問問	 事実婚の手続きを希望する二人の意思を尊重
してどのような案内をしているか。

答答 （市民まち）同一世帯に住民票を記載する申
出があった際には、世帯主及び該当者に、住
居と生計を共にし、事実婚関係にあることを
記載した申出書を提出していただいている。
事実婚として夫婦である証明があれば法律婚
同様に、さまざまな権利が適用され、不妊治
療も補助対象となる。

問問	 誰でも幸せな家族の単位を築く権利がある。

事実婚とパートナー事実婚とパートナー
シップ宣誓制度シップ宣誓制度

はどうか。

答答 ( 福祉 ) 今年７月末現在、保護世帯数は約 85

世帯で国の基準を超過している状況である。

問問	 ケースワーカーは専門性と対人能力が求めら
れるが、人事異動の考え方はどうか。

答答 ( 総務 ) 社会福祉士等の専門職員に加え高い

コミュニケーション能力や冷静沈着な判断力

を有する職員の配置に努めてきた。今後も適

材適所の配置に努めていく。

●その他の質問項目

・コロナ禍における生活支援、経済対策

	古市　順子（日本共産党上田市議団）

問問	 コロナ禍における生活保護の相談、申請、利
用開始件数の推移はどうか。

答答 （福祉）令和３年度は生活相談が 443 件、保

護申請が 179 件、保護開始が 152 件であ

る。前年度と比較するといずれも減少してい

るが、コロナ禍の影響を受ける前の平成 30

年度と比較すると、令和３年度は約 1.3 倍と

なっている。

問問	 ケースワーカー一人当たりの担当件数の推移

生活保護制度生活保護制度

問問	「人生 100 年時代をより良く生きる健康づく
り条例」第５条第２項に基づき高齢者の歯科

検診データの蓄積、フレイル予防のさらなる

推進を図るべきと考えるが見解はどうか。

答答 （健康こども）現在健康推進課で次期健康づく

り計画策定のアンケート調査を実施しており、

高齢者介護課で第 8 期上田市高齢者福祉総合

計画にてフレイル予防疾病対策に取り組むと

している。今後医療、介護、保健等データを

一体的に分析し庁内横断的なオーラルフレイ

ル、口腔ケア事業の取組みを検討していく。

●その他の質問項目

・野菜の接種量向上とフレイル予防

飯島　裕貴（仁政会）

問問	 コロナ禍の口腔ケア指導の現状はどうか。
答答 （健康こども）令和元年は、健康教室等に市

の歯科衛生士や依頼した歯科医師が年間 19

回出向き指導を行ってきたが、令和３年はコ

ロナの影響もあり対面での実施が難しく年間

2 回にとどまった。このような状況だがライ

フステージに応じた口腔ケア指導は重要とな

るので引き続き市民へ受診勧奬、周知啓発に

努める。

人生 100年時代を健康に人生 100年時代を健康に
過ごす為の予防医学の推進過ごす為の予防医学の推進

※「パートナーシップ宣誓制度」…一方又は双方が性的マイノリティ
である二者が、互いを人生のパートナーとして日常生活において協
力し合う関係であることを宣誓し、その宣誓を市が受け止める制度。
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ンはどうか。

答答 ( 農林 ) ワインが文化として根づくためには、

長期的に継続した取組が不可欠であり、先を

見据えたビジョンを生産者や市民の皆様と共

有していく必要がある。まずは産地化そして

産業化、最終の目標としてブランド化に取り

組んでいく。

●その他の質問項目

・市街地の治水対策

武田　紗知（上志の風）

問問	 市内全域の児童生徒を対象にしたワイン用ブ
ドウの栽培や生産等の体験機会を設けてはど

うか。

答答 ( 農林 ) 現在、椀子ヴィンヤードにおける活

動の多くが丸子地域の小中学校にとどまって

いる。広く市全体で、取組の拡大が可能かワ

イナリーやブドウ生産者、関係団体とともに

検討する。

問問	 市のワイン文化醸成における長期的なビジョ

上田市のワイン振興上田市のワイン振興

れる。判定基準に該当する障がい状態と認定
されると、「精神障害者保健福祉手帳」が取
得できる。障害年金も、日本年金機構で定め
る障がいの程度に該当し、障害年金の受給要
件により受給できる。医療診断と審査機関に
よる審査が必要である。

問問	 認知症の理解を進める活動として、市内図書
館に特設コーナーを設けることはできないか。

答答 （教育次長）広く市民生活に関わる大切なテー
マであることから、今後関係課とどのような
取組ができるか検討するとともに、図書館の
資料も配置したテーマコーナーを設け、情報
の発信に努める。

金沢　広美（公明党）

問問	 認知症の方を支える民生委員・児童委員の役
割はどうか。

答答 （福祉）「認知症サポーター養成講座」の受講
を研修の一つとし、地域で認知症の方を支え

合い、見守りを行う役割を想定している。

問問	 若年性認知症による障害者手帳の取得と障害
者年金の受給はできるか。

答答 （福祉）認知症の場合は精神障がいに分類さ

生きづらさを抱えている方が生きづらさを抱えている方が
生活していくための支援生活していくための支援

問問	 上田市に愛着を持つ方への移住定住を促すた
めの情報発信及び魅力アピールの現状はどう
か。

答答 （市民まち）全国規模の移住交流イベント等
で、住居状況や、ＵＩＪターン就職支援、創
業支援、新規就農支援、子育て支援など上田
市の暮らしに関わる情報提供を行った。また、
上田市に興味を持つ人と地域住民が交流でき
る、オンライン交流サイトの開設を計画して
おり、上田市の大きな魅力である暮らしやす
さ、住民の魅力を体感できる交流機会の創出
なども検討していく。

●その他の質問項目
・高齢者へのＤＸの推進

堀内　仁志（上志の風）

問問	 上田市の人口減少に歯止めをかける施策の現
状はどうか。また、どのような施策が効果的
と考えるか。

答答 （政策企画）人口減少・少子高齢化対策にお
いては、働く場の創出、子育て支援、移住定
住促進などに力を入れており、交付金を活用
し具体的な施策の推進を図っている。様々な
取組を複合的に進める必要があり、バランス
よく進めていくことで成果に現れてくると考
えている。

人口減少の歯止め施策人口減少の歯止め施策
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信対応はどうか。

答答 ( 政策企画 ) 友達登録した方からの個別書き

込みは返信しないが、アンケートなどの情報

収集機能を活用することを検討したい。

問問	 市のアプリ・ＳＮＳの登録者数を増やすため
の取組をどのように進めていくのか。

答答 ( 政策企画 ) 部署によって情報発信頻度に差

がある。登録者数や閲覧数が伸び悩んでおり、

全庁的な管理で数を増やすことも必要と感じ

る。

●その他の質問項目

・最低賃金 31 円引上げによる課題

半田　大介（公明党）

問問	 ８月に提供を開始した母子手帳アプリ「うえ
だっこ」において防接種オンライン申込み、

リモート相談など双方向の活用を行う考えは

あるか。

答答 ( 健康こども ) 月齢に応じたお知らせ機能な

ど、情報発信の利便性を高め、将来的には便

利で利用しやすいアプリになるよう取り組む。

問問	 市が導入を予定している公式 LINEの使い方
として、双方向での情報収集と登録者への返

情報発信と情報収集情報発信と情報収集

政面での対応が必要だと考えるがどうか。

答答 （教育長）予算の増額は大変厳しい状況だが、

適切な対応がとれるよう努力したい。

問問	 コロナ収束後、ＣＳの機能を回復させるには、
コロナ禍で学校運営への参加を離れた地域住

民の関わりが今まで以上に必要と考えるが見

解はどうか。そのための方策はどうか。

答答 （教育長）学校支援プロジェクト会議にて解

決に向け取組の推進と検討を重ねている。

●その他の質問項目
・国道 143 号の整備と安全確保

井澤　毅（新生会）

問問	 コロナ禍で、ＣＳは機能していないと考える
が見解はどうか。地域との関わりが強い学校

ほど影響は大きいと考えるが把握しているか。

答答 （教育長）影響は様々な場面に出ている。地

域との関わりが強い学校ほど支障が出てきて

いる状況にあり大きな課題と捉えている。

問問	 コロナ禍で地域住民が参加できず行き届かな
くなっている学校の環境整備などに対し、財

コロナ禍のコミュニティ・コロナ禍のコミュニティ・
スクール（ＣＳ）への影響スクール（ＣＳ）への影響

が、今後は職務にまい進していく。

問問	 指定管理者の国の評価はどうか。
答答 （都市建設）実績が評価され法律に基づく 2

つの団体から県内で唯一指定されている。

問問	 条例の規定に沿わない施設の調査を行う考え
はあるか。

答答 （市長）全ての指定管理者施設を対象に、関

係法令に沿った施設運営が行われているのか

実態調査を行い、適切な対応に努めたい。

●その他の質問項目
・火の見やぐらの撤去

・水辺プラザの利活用

�宮下　省二（壮志会）

問問	 昨年 12 月に監査委員から指摘された上田道
と川の駅の条例違反等の原因は何か。

答答 （都市建設）度重なる担当課の所管替えに加

え、役割や事業展開が複合的、多面的で対応

が困難であった事。当初の構想ビジョンが引

き継がれてこなかった事、法令、条例にのっ

とり適切に指導監督が及ばなかった事、平成

29 年に市議会環境建設委員会からの指摘に

対し、適切な対応ができなかった事などある

上田道と川の駅上田道と川の駅
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が、周知やプロモーションに関しては、観光

以外の事業と併せて、広報シティプロモーショ

ン課を中心に関係課と取り組んでいる。令和

５年度組織改正においては、全市的なシティ

プロモーションを一元的に総括して担う部署

を検討するという中で、観光行政の統括機能

の強化や各地域の観光事業の連携などを考慮

し、組織の見直しを進めていく。

●その他の質問項目

・冬季市道の除雪

・善光寺御開帳、諏訪大社御柱祭開催に伴う上田
　市への経済波及効果

村越　深典（壮志会）

問問	 市では、来春大規模な組織改正を予定してい
るが、４地域の観光事業を総括する部署を設

置することを検討できないか。

答答 （総務）上田市における事務処理を所管する

部署については、上田市組織規則において定

めている。３地域を含めた全市的な観光事業

については、総括的に推進するため、観光課

においてチラシの作成など調整を図っている

観光行政一本化について観光行政一本化について

傍聴者のの
声本会議を傍聴されたみなさんの声

　　　　　　　～こんなご感想をいただきました～
9 月定例会本会議の傍聴者数は延べ 40人でした。
傍聴された皆さんから寄せられた、ご感想やご意見の一部を紹介します。
いただいたご意見は、これからの議会活動の参考にさせていただきます。

●一般質問は 35分での実施であったが、スピーディーさがあり、時間いっぱい使い、
できるだけ答えようとする姿勢が良かったです。
●議員は市政発展のための地域の課題を取り上げているので前向きな検討を市にお願
いしたい。
●初めての議会傍聴なので、非常に勉強になりました。今後関心のある質問について
は傍聴したいと思います。

本会議をぜひご覧ください。
Ｑ		傍聴ができる方は？
Ｑ	事前の手続きは？

Ｑ	傍聴席の数は？

Ｑ	満席の場合は？

A 	 どなたでも議会の傍聴ができます。（予約不要）
A 	市役所本庁舎５階の議会事務局で受付
	 をして傍聴券を受け取ってください。
	 なお、現在、新型コロナウイルス感染症
	 対策として、氏名・住所・電話番号の記入、検温にご協力を
	 いただいておりますのであらかじめご了承ください。
A 	現在、新型コロナウイルス感染症対策として傍聴席を減らしており、
	 16 席となっています。
A 	議場には入れませんが、議場外に設置のモニターで視聴できます。

日程が決まりましたら、11月下旬に
市議会ホームページに掲載します。12 月定例会は11月28日 月 開会予定です。
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意見書 「１件」の意見書を可決し、
国へ提出しました。

　森林の整備や保全等を目的として配分される森林環境譲与税につ
いて、現行の譲与基準による都市部と地方との配分額の格差を是正
し、真に必要とする地域に配分されるよう譲与基準の見直しを国に
要望するもの。

森林環境譲与税の譲与基準の見直しを求める意見書

意見書の全文は
こちら

みなさまからの陳情３件を審査
陳情番号 件　名 提出者 審査結果

陳情第７号 地方たばこ税を活用した分煙環境整
備に関する陳情

長野県たばこ販売協同組合
理事長　岸田　豊　氏 継続審査

陳情第８号
「小人数学級推進のための教育予算の
確保」・「義務教育費国庫負担制度の
堅持」を求める陳情

上田市教職員組合
執行委員長　岩月　充子　氏 不採択

陳情第９号
「へき地教育振興法に鑑み、へき地手
当等支給率を近隣県並みの水準に戻
すこと」を長野県知事に求める陳情

上田市教職員組合
執行委員長　岩月　充子　氏 不採択

請願・陳情のやり方

市議会では、皆さんの要望などを請願や陳情として受け付けています。

11 月 29 日（火曜日）午後 3 時まで

12 月定例会で審議・審査する請願・陳情の提出期限

請願権は、憲法において基本的権利として認められています。
所管する委員会に付託して審査を行い、その結果をもとに、本会議で結論（議決）を
出します。請願は紹介する議員が必要です。

請
　
願

陳情は、請願に準じた取り扱いをしています。
議会事務局に持参し、提出された陳情は所管する委員会に付託して審査を行いますが、本会
議での議決は行わず、委員会の審査結果を本会議で報告します。紹介議員は必要ありません。

陳
　
情

※継続審査…会期中に議決に至らなかった議案について閉会中及び次の会期に審査を継続させること。
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市議会レポート市議会レポート
上田市立第一中学校キャリア学習に参加！

生徒達の感想・印象に残っていること
①「初心忘れるべからずという気持ちでこの仕事をして
いる」と聞いて、それはどの仕事をやるときも大切に
なるんじゃないかと思った。

②「わたしたちは 24時間働いています。」という言葉に、
24時間丸一日働いていると自分に自信を持てるのは
すごいと思った。自分も誇りを持てる職業につきたい
と思いました。

③「悩みを抱えた人の力になりたい」「誰でもなりたい職
業につくことができるような世の中にしたい」など市
議会議員になったきっかけがたくさんあった。

④年 4回の会議と聞いて、年 4回なら仕事少なくない？
と思ったが、話を聞くにつれ、会議以外にも毎日いろ
んな仕事があるとわかりました。

⑤市民からの「ありがとう」っていうその一言が活動の
原動力になるという言葉

令和４年度議会報告オンライン配信を
� 12月上旬に予定しています。

視聴はこちら

広報広聴委員８名で２チームに分かれて参加しました。
市議会にとても興味を示してくれました。将来が楽しみです。

上田市議会では、キャリア学習等、皆様の学校に
いつでも出向きます。お気軽にお問い合わせください。
（上田市議会事務局　0268-22-0452）

予予告告


